
架け橋期の非認知能力と
ICT活用の可能性

東大CEDEP×凸版印刷

共同研究
シンポジウム

2023年
日時 2月17日 15:30-17:30（開場15:00～）

●本シンポジウムはオンライン（Zoomウェビナー）で開催します。
●ご参加には事前の申込みが必要です（参加費無料，定員1000名）。

金

開会あいさつ

中野大（凸版印刷株式会社 教育事業推進本部 本部長）

幼保小接続の取り組みに寄せて

藤岡謙一（文部科学省 初等中等教育局 幼児教育課 課長）

調査報告「接続に関する意識および取り組みについてのweb調査」

眞田英弥（東京大学大学院教育学研究科博士課程／CEDEP学術専門職員）

調査報告「子どもの「みて！」「きいて！」を記録するタブレット用アプリの
開発と実証実験」

西田季里（CEDEP特任助教）

指定討論「保育におけるICT活用の可能性」

亀山秀郎（学校法人七松学園 認定こども園七松幼稚園 園長）

質疑応答，ディスカッション

総括 「非認知能力：幼保小の架け橋としての可能性」

遠藤利彦（東京大学大学院教育学研究科 教授／CEDEPセンター長）

発達保育実践政策学センター（CEDEP）ウェブサイト内の下記URLからお申し込み下さい。

https://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/eventlisting/symposium/20230217symposium/

※お申し込みはお一人ずつお願いいたします。
※お問い合わせについては、お返事までに数日お時間をいただく場合がございます。
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